
摩

訶

衍

(昭
和
二
年
三
月
百

發
行
)

善

導

大

師

の
捨

身

徃

生

に
就

て
石

橋

誡

道

善
導

大
師
は
支
那
の
諸

の
高
僭

の
中

で
、
特

に
勝
れ
た
高
徳

で
、
彌
陀
の
化
身

で
あ

る
ご
稱
讃

さ
れ
た
方

で
あ
り
、

ま

陀
淨
土
念
佛
宗

の
大
成
看
、
五
部
九
卷
の
著
邇
者

こ
し
て
、
實

に
雙

び
な
き
高
俗
に
ま
し
ま
す
こ
ご
は
ijl?II
ŷ
ま
で
も

な

い
が
、

z
の
善
導
の
往
生
は
果
し

て
捨
身
徃
生

で
あ

つ
π
か
ざ
う
か
ご
い
ふ
事
は
、

い
さ

・
か
疑

は
し

い
點
が
あ
る

巴
思

ふ
か
ら
、
こ
の
事

に
就

い
て
少
し
邇

べ
て
見
た

い
ε
思
ふ
。
.

所
が
善
導

と
い
ふ
名

は
五
人
あ

る
G
即
ち
王
古
の
新
修
徃
生
傳

の
中
卷
に
三
十
三
人

の
傳
を
記
す
中
の
第

二
十
五

の

善

導

ご
、
第

二
十
六
の
善
導

巴
、
念
佛
鏡

の
作
者

の
善
導

ε
、
及
び
法
照

ε
少
康

の
ゴ
師
を
何
れ
も
後
善
導

ご
稱
し
陀

か
ら

こ
の
二
入

ご
合
せ
て
五
人

で
あ

る
。
然

し
な
が
ら
そ

の
中

で
、
注
照
ご
少
康

ご
は
各
の
本
名

が
あ
る
か
ら
そ
れ
を

除

き
、
殘
り
の
三
人
の
中
、
念
佛
鏡
の
作
者
の
善
導
は
別
ざ
し

て
、
新
修
傳

の
二
人

の
善
導

は
右
來
同

一
の
人

ご
見
ら

れ
て
ゐ
る
o

・そ
れ
は
宗
組

も
三
租
も

冏
師
も
叉
忍
澂
上
人
も
そ
う
解

せ
ら

れ
て
ゐ
る
、
そ
う
し

て
こ
の
二
入

の
中

一
人
は
捨
身

徃
生

一



二

一
人
は
微
疾
徃
生

こ
な

つ
て
ゐ
る
け
れ
こ
も

こ
れ
を

一
人

ピ
見

て
捨
身
徃
生

ご
解

せ
ら

れ
て
あ
る
。

宗
租
は
漢
語
燈
録

の
第

九
に
、
善
導

の
十
徳
を
擧
げ

て
稱
證
し
給

ふ
た
中
の
第
七

に
、
遺
身

入
滅

の
徳
が
數

へ
ら

れ

で
あ
る
。

そ
う

し
て
そ
れ
を
説
明
し
て
、
遺
身
入
滅

の
徳

ご
は
、
師
人
に
謂
て
曰
く
、
此
身

は
厭

ふ
可
し
、
諸
苦
逼
迫

し
、
情
僞
變
易
し
て
、
暫
く
も
休
息
な
し
ご
、
乃

転
居

る
所

の
寺
の
前
の
柳
樹
に
登

つ
て
西
に
向

つ
て
願
じ
て
曰
く
、

顳

く
ば
佛

の
威
紳
を
も

つ
て
驟

か
に
我
を
攝

し
給

へ
、
觀
音
勢

至
も
亦
た
豪

つ
て
我

を
助
け
給

へ
、
我

が
此
心
を
し
て

正
念
を
失

は
す
、
驚
怖
を
起
さ
す
歴
彌
陀
法
の
中

に
於

て
以

て
退
墮
を
生
せ
ら
し

め
給

ヘ
ピ
願
じ
了

つ
て
、
其
樹
の
上

よ
り
身
を
投
じ
て
自
絶
す

ご
い
ふ
是

な
り
ご
仰

せ
ら
れ

て
あ
る
。
然
し
な
が
ら

こ
の
説
は
新
修
徃
生
傳

の
第

廿
五

の
善

導
傳

の
捨
身
徃
生

の
記
事

ご
全

く
同

一
で
あ

る
か
ら
恐
く
は
そ
れ
に
依

つ
て
記

さ
れ
た
も

の
で
あ
ら
ふ
o

所
が
三
祗
記
主
上
人
は

こ
の
捨

身
説

に
就

て
幾
分
か
疑
問
を
も

つ
て
ゐ
ら
れ
だ
も

の
こ
見
ね
て
、
玄
記

の

一
卷
に
問

答

を
擧
げ

て
、
善
導
の
捨
身
徃
生
の
事
が
論
せ
ら
れ
あ
る
o
然
し
な

が
ら
捨
身
徃
生
の
説
を
探
用
し
て
其

の
説

が
釋
成

さ

れ
て
あ
る
。

又
忍
澂

上
入
も
光
明
大
師
別
傳
纂
註

に
こ
の
説
を
用
ひ
て
捨
身
徃
生
の
事

を
詳
説
せ
ら
れ
、
そ
の
他
の
諸
傳
も
何
れ

も
皆
な
捨
身
徃
生
説
を
取

つ
て
ゐ
る
o

け
れ
.ε
も
善
導

の
徃
生
説
に
就

て
は
凡
そ
三
説
が
あ
る
o

第

一
、
捨
身
徃
生
説



こ
の
説
は
善
導
自
ら
柳
樹
に
登

つ
て
身

を
投
げ

て
命
終

さ
れ
セ

巴
い
ふ
説

で
、

こ
の
説
に
依
れ
ば
善
導

の
捨
身
し

て

徃
生

せ
ら
れ
陀
年
月
が
明
ら

か
に
記
さ
れ
て
な

い
○
支
那
の
傳
記
の
中

で
は
戒
珠
の
淨
土
徃
生
傳
の
中

卷
、
王
古
の
新

修

徃
生
傳

の
中
卷

の
第

ご
十
五

の
善
導
慱
、
龍
舒

の
淨
土
文
の
五
卷
、
宗

曉
の
樂
邦
文
類
の
三
卷
志
磐

の
佛
祕
統
記

の

二
十
六
卷
、
棘
宏

の
徃
生
集

の

一
卷
、
道
衍

の
諸
上
善
人
詠
、
希
沫

の
淨
土

聖
賢
録
の
二
卷
等
は

皆

な

之
ご

同

一
で

あ
る
o

'

し

か
し
な

が
ら
龍
舒
の
淨
土
文
巳
下
の
諸
傳

は
、
そ
の
記
事

が
殆
ん
ご
戒
珠
傳
並

に
新
修
傳

に
類
似

し
て
ゐ
る
か
ら
恐

く
は
其
等

に
依

つ
て
記
し
π
も
の
こ
思
は
る
る
o

冂第

二
、
微
疾
徃
生
説

こ
の
説

は
命
絡

の
時
に
微
疾

あ
り
、
室

に
在

つ
て
怡
然

こ
し
て
長
逝

さ
れ
花
こ
い
ふ
説
で
、
善
導
は
そ
の
時
六
十
九

歳

、
唐
め

永
隆

二
年
三
月
十
四
日
で
あ
つ
た

ピ
記

さ
れ
て
あ

る
。

こ
れ
は
新
修
傳
の
中
卷
第

二
十
六
の
善
導
傳
に
載

せ

ら
れ

て
あ

る
説

で
、
佛
租
統
記
二
十
七

に
も
載

せ
ら
れ
て
あ
る
が
そ
の
記
事
は
殆
ん
ざ
新
修
傳

の
説

ε
同

一
で
、
た

ゴ

少
し
抄
略

さ
れ
て
あ

る
の
み
で
あ

る
o

だ
か
ら
こ
れ
は
新
修
傳

に
依

つ
兜
も
の
だ

こ

い
ふ
こ
ご
は

一
讀
す
れ
ば
自
か
ら

正
目
か
る
丶
譯
で
あ

る
o

口第
一二
、
端
身
立
化
説

;
の
説
は
普
度
の
蓮
宗
寳
鑑
四
の
卷
の
説
で
、
善
導
自
ら
そ
の
身

を
厭

ひ
柳
樹

に
上

つ
て
西
に
向

ひ
、
身

を
端

ふ
し

三



四

で

立
化
さ
れ
把
ε
い
ふ
説
で
、

こ
れ
は
前

の
捨
身
徃
生

の
説

か
ら
轉
化
し
た
も
の
で
あ
ら

ふ
ご
思
ふ
o

そ

こ
で
こ
の
三
説

の
中

こ
れ
が
眞
説

で
あ
ら
ふ

か
ビ

い
ふ
に
、
第

三
の
説
は
第

一
の
捨
身
徃
生
説

が
解
决
す

る
ど
同

蒔

に
方

の
付

ー
問
題
で
あ
る
が
、
他
の
第

一
第
二
の
説

の
中
何
れ
が
眞
實

で
あ

る
か
、
叉
新
修
傳

の
第

二
十
五
ご
第

二

十

六
の
善
導
は

一
入

で
あ
る
か
或
は

二
人
で
あ

る
か
ご
い
ふ
こ
ご
は
古
か
ら
の
問
題
で
あ

る
o
そ
れ
故

に
今

こ
れ
等

の

問

題
を
論
す

る
前
に
、
繁
雜

を
も
省
み
す
、
重

な
る
善
導
傳

を
抄
出
す

る
必
要

が
あ
る
ご
思
ふ
c

第

一
續
高
信
傳
第

二
十
七

(遺
身
篇

)
に
云

丶

近

有
二山

俗

善

導

者
↓周
二遊

寰

寓
↓求
二訪

道

津
↓

行

至
二西

河
嚇

遇
昌

這

綽

師

唯

行
二念

佛

彌

陀

淨

業
↓

既

入
二京

師
↓

廣

行
二此

化
↓

寫
二

彌

陀

經

數

萬

卷
↓

士

女

奉

者
、

其

數

無
レ量
、

時

在
二光

明

寺
読

レ

法
、

有

人

告
レ導

日
、

今

念
二佛

石
↓

定

生
二淨

土

木

、

導

日

定

生
、

其

人

禮

拜

訖
.

ロ

誦
二南

無

阿

彌

陀

佛
↓

聲

々

相

次
、

出
光

明

寺

門
嚇

上
二柳

樹

表
↓

合

掌

西

望
、

倒

投
レ身

下
、

至
レ地

邇

死
↓

事

聞
二臺

省
嚇

(
唐

の
道
宣

の
著
續
高
偲
傳

二
十
七
)

第

二
、
瑞
應
傳
に
云

唐

朝

善

導

禪

師

姓

朱

泗

州

人

也
、

少

出

家
、

時

見
昌西

方



變

相
歎

日
、

何

當
下託

質

蓮

臺
稜

中神

淨

土
い

及
γ受
二具

戒

妙

開

律

師
↓

共

看
二觀

經
↓

悲

喜

交

歎

乃

日
、

修

餘

行

業
↓

迂

僻

難
レ成
、

唯

此

觀

門
、

定

犖

生

死
↓

途

至
二綽

禪

師

所
↓

問

日
、

念

佛

實
、

得
二徃

生
一否
、

師

答

日
、

各

辨
二
一
蓮

花
↓

行

道

七

日
、不
レ萎

者

即

得
二徃

生
↓

叉

東

都

英

法

師
、

講
二華

嚴

經
西

十

遍
、

入
二綽

禪

師

道

塲
↓

・遊
二三

昧
而

歎

日
、

自

恨

多

年

塞

尋
二文

疏
↓

勞
二身

心
茸

、

何

期
「念

佛

不

可

思

議
↓

禪

師

日
、

經

有

誠

亠亘

佛

豈

妄

語
、

禪

師

李

生

常

樂
二乞

食

毎

自

責

日
、

釋

迦

術

乃

分

衛

善

導

何

人
、

端

居

索
二供

養
↓

乃

至
二沙

彌
↓

竝

不
レ受
レ禮
、

寫
二彌

陀

經
"

十

萬

卷
、

畫

淨

土

變

相
"三

百

鋪
、

所
γ見

塔

廟
、

無
レ不
一修

葺

r

佛

法

東

行
、

未
ヒ有
二禪

師

之

盛

徳

矣

、

(
唐

の
文
論
少
康
共
著
徃
生

。

西

方
淨
土
瑞
應
刪
傳

)

第
三
、
.
戒
珠

の
淨
土
徃

生
傳
中
憲
に
云

釋

善

導
、

丕

原
二其

姓
↓

亦

丕

悉

何

許

人

周
二遊

寰

宇
↓

求
昌

訪
,道

津
嚇

唐

貞

觀

中
、

見
二西

河

綽

禪

師
↓

行
二方

等

懴

及

淨

土

五



六

九

品

道

塲
↓

導

大

喜

日
、

此

眞

入

佛

之

津

要
、

吾

得
ソ之

矣
、

於
γ是

篤

勤

精

黄

若
レ救
二頭

然
↓

續

至
二京

師
↓

撃

發

四

部

弟

子
↓

無
レ問
一貴

賤
↓

彼

屠

沽

輩
、

亦

撃

悟

焉

甞

寫

彌

陀

經
藪

十

萬

卷
、

散

施

受

持
、

以
レ故

京

師

至
二于

淫

右

】列

郡
、

念

經

佛

者
、

踵
レ迹

而

是
、

或

問
γ導

日
、

念

佛

之

善

生
二淨

土
廓

、

黝

日
、

如
「

汝

所
ツ念
、

逾
二汝

所
ツ願
、

封

己

導

乃

自

念
二阿

彌

陀

佛
肉

如
γ是

一

聲
、

則

有
二

道

光

與

從
二其

口
出

、

或

其

十

聲
、

至
二于

百

聲
り

光

亦

如
乏

、

導

厭
旦此

身
、諸

苦

逼

逍
、

情

僞

變

易
、無

暫

休

息
↓

乃

登
二所

居

寺

前

柳

樹

西

向

願

日
、

願

佛

威

神
、驟

以

接
峩

、

觀

昔

勢

。至
、

亦

來

助
レ我
、

侖
下我

此

心
、

不
ソ失
二正

念
↓

不
ソ起
二驚

怖
↓

不
屮於
彌

陀

法

中

以

生
遑

墮
い

願

畢

於
其

樹

上
↓

投
レ身

自

絶
、

時

京

師

士

大

夫
、

傾
レ誠

歸

信
、

威

收
二其

骨
以

葬

,

高

宗

皇

帝
、

知
三其

念

佛

口

出
昌光

明
↓

叉

知
二捨

報

之

時

精

至

如
ワ此
、

下
γ勅

以

額
一其

寺
↓

爲
二光

明
焉

(
宋

の
戒
珠
の
著
淨
土
徃
生
傳

)

第

四
、
王
古

の
新
修
徃
生
傳
中
卷

に
云



釋

善

導
、

不
レ悉
二何

許

人
↓

周
二遊

寰

寓
門

求
二訪

道

津
ハ

唐

貞

觀

中
.

見
下西

河

禪

師

行
二方

等

懴
納

及

淨

土

九

品

道

塲

講
屮觀

經
い

導

大

喜

日
、

此

眞

入
二佛

道
乏

津

要

修
餘

行

業
↓

迂

僻

難
レ成
、

惟

此

觀

門

速

超
二生

死
↓

吾

得
乏

矣
、

於
γ是

篤

勤

精

苦

若
ン救

頭

然
↓

續

至
一京

師

激

發

四

部

弟

子
嚇

無
レ問

貴

賤
n

彼

屠

沽

輩

亦

撃

悟

焉
、

導

入
レ堂

則

合

掌

胡

跪
、

】
心

念

佛
、

非
力

竭

ネ

レ

休
、

乃

至

寒

冷

亦

須
γ流
レ汗
、

以
二鳧

相

默
↓

表
於

至

誠
↓出

即

爲
レ

人

説
二淨

土

法
↓

化
二諸

道

俗
↓

侖
下發
二道

応
蓚

屮淨

土

行
い

無
レ有
二暫

時

不
ツ爲
二利

盆
∵

三

十

餘

年

無

別

寢

處
↓

不

暫

睡

眠
↓

除

洗

浴
一

外

曾

不
レ脱
レ衣
、

般

舟

行

道
、

禮

佛

方

等

以

翁

己

任
ハ護
排

戒

品
嶋

繊

毫

不
レ犯

曾

不
塞
ゾ
目

視
二蒙

嚇

一
切

名

利

無
昌心

起
ワ念
、

縞

詞

戯

笑
、

亦

未
昌之

有

「

所

行

な

飃
、

爭

申
昌供

養
↓飮

食

衣

服
、

四

事

豊

饒
、

皆

不
二自

入

井

將

廻

施
、

好

食

遞
二大

厨
嚇

供
二養

徒

衆
↓

唯

食
一驫

悪
↓

纔

得
レ支
レ身
、

乳

酪

醍

醐
、

皆

不

飮

瞰
嚇

諸

有

囃

施
、

將

寫
二阿

彌

陀

經
↓

十

萬

餘

卷
、

所
レ畫

淨

土

變

相
、

七



八

三

百

餘

堵

所

在

之

處
、

見
二壞

伽

藍

及

故

搏

塔

等
門

皆

悉

營

造
、

然

燈

續
レ明
、

歳

常

不
レ絶
、

三

衣

瓶

鉢
、不
レ使
入

持

洗
↓

始

終

無
レ改
、

化
二諸

有

縁
h

毎

自

獨

行
.

不
一共

衆

去
↓

恐
下與
レ人

行

談

論

世

事
妨

シ修
嵩行

業
↓
.
其

有
三暫

申
憩

謁
叫

聞

説
二少

法
↓或

得
下同

預
二道

塲
親

承
甲欷

訓
い

或

曾

不
一見

霧

尋

敷

義
↓

或

展

轉

授
二淨

土

法

門
ハ

京

華

諸

州
、儒

尼

士

女
、

或

投
二身

高

嶺
↓

或

寄

命

深

泉
嚇

或

身

墮

㎝高

枝
↓

焚
レ身

供

養

者
、

略

聞

西

遽
↓

向
一一百

餘

八
ハ

諸

修
二梵

行
嚇

棄
二捨

妻

子
者

、

誦
二阿

彌

陀

經
↓

十

萬

至

三

十

萬

偏

」者
、

念
二阿

彌

陀

佛
「

日

得

二

萬

五

千
一至
二十

萬

偏

者
、

及

得

噌

念

佛

三

昧
↓

徃
一一生

淨

土
者

、

不
レ可
γ知
レ數
、

或

問
レ導

日
、

念

佛

之

善
、

生
淨

土

恥

、

封

日
、

如

汝̀

所
7念
、

塗

明汝

所
ワ願
、

對

己

導

乃

自

念
二阿

彌

陀

佛
↓

如
レ是

一
聲
、

則

有
二

道

光

明
↓

從
二共

ロ
出

、

十

聲

至
二百

聲
↓

光

亦

如
γ此
、

導

謂
〆人

日
、此

身

可
レ厭
、

諸

苦

逼

逍
、

情

僞

變

易
、

無
二暫

休

息
↓

乃

登
二所
γ居

寺

前

柳

樹
嚇

西

向

願

日
、

願

佛

威

紳
、驟

以

接
レ我
、

觀

音

勢

至
、

亦

來

助
レ我
h



倉
下我

此

心

不
レ失
二正

念
ネ

起

鵑驚

怖

丕

於
翰

陀

法

中

以

生
退

贖
い

願

畢

於
二其

樹

上
↓

投
レ身

自

絶
气

時

京

師

士

大

夫
、

傾
レ誠

歸

信
、

威

收
二其

骨
以

葬
、高

宗

皇

帝
、

知

其

念

佛

ロ

出
二光

與

叉

知
二捨

報

之

時
、

精

至

如
ツ此
、

賜
昌寺

顰

爲
二光

明
焉

、

(
宋

の
王
古
の
著
新

修
傳

の
中

然
第

二
十
五
の
善
導
傳

)

第
五
、
新
修
徃
生
傳
中

卷
に
又
云

唐

徃

往

高

僭

善

導

臨

緇

人

也
、

幼

投
二密

州

明

勝

法

師

出

家
.

誦
二法

華

維

摩
↓

忽

自

思

日
、

敷

門

非
レ入
二
一
遘

一
途
↓

若

不
γ契
γ

機
、

功

即

徒

設
、

於
レ是

投
二大

藏

縄
↓

信
レ手

探
γ之
、

得

蕪

量

壽

觀

經
嚇

便

喜

誦
昌習

於

十

六

觀
h

恒

諦

思

惟
、

忱
=節

西

方
↓

以

爲
=冥

契
「

欣
惠

遠

法

師

勝

躅
嚇

途

徃
二盧

山

剛觀
其

遺

範
嚇

乃

谿

然

増
レ思
、

自

後

歴

訪

名

徳
↓

幽

求
昌妙

門
h

功

微

理

深
、

未
下有
二

般

舟

三

昧

一者
い

畢
二命

斯

道
嚇

後

遁
二迹

絡

南

悟

眞

寺
嚇

未
レ逾
二數

載
嚇

觀

想

忘
レ疲
、

己

成
二深

妙
噌

便

於
二定

虫

備

觀
下寳

閣

瑤

池
,

金

座

宛

在
中目

前
い

涕

泗

交

流
、

擧

身

投
レ地
、

銑

獲
勝

定
↓

隨
レ

九



　
o

方

利
γ物

勅

聞

一綽

禪

師

晋

陽

開

闡
嚇

欲
下不
遶

二千

里

從

而

問
葎

時

逢
昌玄

多

、之

首
門

風

飄
落

葉
日

婁
滿

深

坑
↓

途

挈
瓶

鉢
ズ

ソ中

安

坐
、

一
心

念

佛
、

不
レ覺

己

度
昌數

旦

乃

聞
一塞

中

馨

日

亘

得
副前

行
↓

所

在

遊

履
、

無

復

呈

礙
↓

逾

出
レ坑

進
レ程
、

至
昌綽

禪

師

所
門

展
會

夙

心
↓

綽

公

即

授
漏與

無

量

壽

經
触

導

披
レ卷

詳
レ之
、

　

比

來

所
觀

宛

在
、

因

即

入
γ定

七

日

不
レ起
、

或

問
レ導

日
、

弟

子

念

佛
、

得
二徃

生
杏

、

導

倉
γ辨

二

莖

蓮

花
↓

置
一乏

佛

前
嚇

行

道

'

七

日
、

花

不
萎

悴
↓

即

得

徃

生
↓

依
レ之

七

日

果

然

花

不
萎

黄
↓

.

綽

歎

其

深

詣
↓

因

請

入
γ定
、

觀
二當
γ得
γ生

否
h

導

即

入

定

須

曳

報

日
、

師

當
レ懺
一三

罪
↓

方

可
一一徃

生
↓

一
者

師

甞

安
二佛

釁

像
↓

在
二擔

旛

下
↓

自

塵

深

房
嚇

二

者

驅
使

策
三役

出

家

人
↓

三

者

營
二

造

屋

宇
↓

損
傷

虫

貪

師

宜
下於
二十

方

佛

前
"戡
一第

一
罪

於
二四

方

信

前

】懴
二第

二

罪
↓

於

一
一
切

衆

生

前
↓懴
中第

三

罪
い綽

公

靜

思
二徃

餐

皆

日

不
虚

、

於
寔

洗

心

悔

謝

訖

而

見
レ導
、

即

日

師

罪

滅

矣
、

後

當
レ有

咽白

光

照

燭
嚇

是

師

徃

生

之

相

也
、

導

化

沿
二京

輩
↓



道

俗

皈
レ心

者

如
レ市

後

於
二所

住

寺

院

虫

畫

淨

土

變

相
↓

忽

・

催

侖
二速

成

就
門

或

問
二其

故
↓

則

日
、

吾

將
二徃

生
↓

可
二住

三

両

日
一而

巳
、

忽

然

微

疾
、

掩
レ室

怡

然

長

逝
.

春

秋

六

十

有

九
、

身

體

柔

軟
、

容

色

如
γ常
、

異

香

音

樂
、

久

而

方

歇
、

時
永
隆

二
年
三
月
十
四
日
、

(宋

の
王
古

の
著
、
新
修
傳
中
卷
第

二
十
六

〆

の
善
導
傳
)

已
上
は
善
導

の
諸
傳

の
中

の
最

も
圭
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
外
な
ほ
多
く
の
傳
記

が
あ

る
が
、
殆

ん
こ

こ
の
外
,

に
出

る
も
の
は
な

い
。
今
繁
雜

に
も
關
ら
す
此

等
の
諸
傳
を
抄
丗
し
π
譯
は
、

こ
れ
等
諸
傳

の
文
相

が
い
か
に
重
複
し

て
ゐ
る
か
、
混
雜
し
て
あ

る
か
、
若
し
く
は
同
異
の
点

が
あ

る
か
ご

い
ふ
こ
ご
を
比
輳
研
究
す

る
爲
で
あ
る
o

善
導
は
支
那

の
諸
高

俗
の
中
で
も
、
最

も
特
色

あ
る
人
で
あ
り
、
最
も
勝
れ
π
人
で
あ
る
に
も
關
ら
す
、
何
故

に
そ

の
傳
記
が
比
較
的
不
完
全

で
、
確
實

ご
認

む
可
き
傳
記
が
殘
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら

ふ
か
、
又
た
そ
の
殘

つ
て
ゐ
る
傳
記

が
、
善
導

の
寂
後
凡
そ
三
百
年
の
後
の
宋
朝

に
至
つ
て
多

く
編
纂

さ
れ
て
ゐ
る
か
ご
い
ふ
こ
ご
を
考

へ
て
見

る
ε
、
そ

れ
に
は
種
々
の
原
因
が
あ
る
で
あ
ら
ふ

が
、
善
導

の
寂
後
間
も
な
く
淨
土
激
が

一
時
非
常
に
衰

へ
π
ε
い
ふ
こ
ご
も
主

な

る

一
つ
の
原
因
で
あ
ら

ふ
o

そ
は
善
導

の
寂
後

(
永
隆
二
年
の
示
寂

ε
し

て
)
四
年
に
則
天
武
后
が
自

か
ら
政
を
聽
く
や
う
に
な

つ
泥
ゆ
武
后
は

一

一



=

一

初

め
唐

の
太
宗

の
時
に
宮
中

に
入

つ
セ
才
人
で
あ

つ
た
が
、
太
宗
が
崩
御

せ
ら
れ
た
後
、

一
た
び
戚
業
寺

に
入
つ
て
尼

ご
な
ら
れ
π
。
け
れ
こ
も
そ
の
穫

邏

俗
し
て
唐

の
高
宗
の
皇
后

ε
な
ら
れ
た
。
弘
道
元
年

に
高
宗

が
崩
御

さ
れ
中
宗

が

即
位
せ
ら
れ
彪
が
武

后
は
直
ち
に
申
宗

を
廢
し

て
廬
陵

王
こ
な
し
武
后
自
ら
政
を
聽
く

こ
い
ふ
有
樣

で
あ

つ
セ
ρ
所

が

武
后
は
信
の
薛
懐
義

法
朗
等
を
寵
用
し
て
常
に
宮
中

に
出

入
せ
し

め
た
爲

め
に
、

こ
の
薛
懐
義
は
頗

る
勢
力
を
振

つ
て

ゐ
陀
Q
所

が
こ
の
薛
懐
義
は
大
に
淨
土
欷
を
嫌

つ
て
ゐ
た
爲

に
,
淨
土
敖
に
は
非
常

に
壓
逍
を
加

へ
、
善
導

の
寂
後
十

　

_

_

.

...

.

_

_

.

.

餘
年

の
後

に
は
、
善
導

の
任
せ
ら
れ
た
光
明
寺
も
燒
き
拂
は
れ
て
し
ま

つ
仁
ε
い
ふ
こ
ざ
だ
Q
加
之
そ
の
當
時
は
華
巖

の
賢
首
が
則
天
武
后

に
寵
遇
せ
ら
れ
、
立
弉
の
門
下
人
材
林
の
如
く
輩

出
し
π
時
で
あ

る
か
ら

善

導

の

後

の
淨

土
h敏

は
、

一
時
非
常
に
衰

へ
泥
に
違

い
な

い
、
そ
し
て
そ
の
系
統
さ

へ
も
殆

ん
ご
解
ら
な

い
樣

に
な

つ
泥
の
で
あ
る
o

そ
れ

の
み
な
ら
す
唐
末
五
代

の
兵
亂
は
支
那
の
重
要
な
典
籍

を
多
く
灰
燼

こ
し

て
し
ま
つ
た
。

そ
れ
が
爲
に
天
台
宗

の
重
要

な
書
物
が
本
家
本
元

の
支

那
に
は
な
く
な

つ
て
、
宋
朝
の
始

め
文
運
復
興
の
時
代
に
は
、
日
本
や
朝
鮮

へ
支

那
か
ら
わ

ざ
ぐ

使

が
來
て
天
台
の
書
籍
を
持
ち
還

つ
セ
事
實

が
あ
る
位

だ

か
ら
其
他
は
推
し

て
知

る
べ
し
で
あ

る
、
從

つ
て
善

導

の
完
全
な
傳
記
な
ご
が
.殘
ら
な
か

つ
泥

の
も
無
理
は
な

い
o

斯

ふ
し
だ
譯

で
、
さ
あ
宋
朝

ざ
な

つ
て
か
ら
戒
珠
や
王
右

が
、
完
全
な
徃
生
傳
を
編
纂

し
や
う
ピ
す

る
の
に
は
、
非

常
な
風
難
が
あ

つ
セ
事
は
串
す
ま

で
も
な

い
。
從

つ
て
善
導

の
傳
を
書
く

に
就

い
て
も
完
全

な
傳
が
な

い
ご
同
時

に
、

叉
種
々
の
異
説

の
あ

つ
だ
で
あ
ら
ふ
事
は
、
丁
度
我
國

の
法
然
上
人
の
勅

修
御
傳
の
編
纂
の
前
に
、
種

々
の
異
傳

が
あ



づ
セ
ビ
同
樣

で
あ

る
ご
考

へ
る
こ
ご
が
出
來

る
o
斯

ふ
考

へ
て
見

る
時

に
、
王
古
が
新
修
傅

に
於

い
て
、
二
人

の
善
導

の
傳
を
書

い
泥
意
も
略
ぼ
了
解
す

る
こ
ご
が
出
來

る
で
あ
ら

ふ
o

先
づ
續
高
信
傳

の
文

ざ
戒

珠
の
傳

ご
を
比
較
封
照
し
て
見
る
ε
、
善
導

の
姓

ご
生
處

の
解
ら
な

い
事

、
寰
宇
を
周
遊

し

て
道
津
を
求
訪
す
ご

い
ふ
事
な
ご
、

一
々
封
照
し
て
見

る
蒔

に
、
減
珠
傳
は
高
信
傳

の
文
を
引
き
延
ば
し
セ
も
の
で

あ

る
こ

い
ふ
こ
ご
が
能
く
解

か
る
。
唯

だ
異

つ
て
ゐ
る
所
は
高
信
傳

は
善
導

の
信

者
が
捨
身
し
だ
事
を
書

い
て
ゐ
る
の

に
戒
珠
傳
は
信
者

の
捨
身

に
は
少
し
も
觸

れ
な

い
で
.
善
・.
'r自
ら
捨
身

さ
れ
沈
や
う
に
書

い
て
ゐ
る
こ
ε
で
あ

る
。
是

れ

は
戒
珠

が
高
偲
傳
を
見
謬

つ
π
で
は
あ
る
ま

い
か
ご
も
思
は
れ
る
が
、
ま
さ
か
あ
の
名
文
家
が
信
者

ご
善
導

ε
を
間

違

へ
る
や
う
な
事
も
あ
る
ま

い
か
ら
、
或

は
他
の
善
導
傳

の
中

に
善
導

の
捨
身

の
説
の
あ
つ
陀
の
を
取
り
入
れ
た
の
で

あ

る
か
も
知
れ
な

い
。
然
し
な
が
ら
若

し
も
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
善
導

の
信
者

の
捨
身
の
事

も
書

き
さ
う
な
も
の
で

あ

る
の
に
、善
導

の
捨
身

の
み
を
書

い
π

の
は
何
故
で
あ
ら
ふ
o
或

は
信
者

ご
善
導

ご
を
見
謬

つ
だ
で
は
あ

る
ま

い
か
o

或

は
善
導
を
崇
敬
す

る
の
餘
り
、
或
は
求
邁

の
熟
烈
な

る
こ
ご
を
信
す

る
の
結
果
長

い
久
し

い
間
に
信
者

の
捨
身
が
善

導

の
捨
身

の
如

く
に
敖
徒

の
間
に
謬
り
傳

へ
ら
れ

て
、
そ
れ
が
宋
朝
頃
に
は
既

に
確
實
化

さ
れ
て
あ
つ
た
の
を
戒
珠
が

取

入
れ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
そ

の
邊

は
よ
く
解
ら
な

い
が
、
兎
も
角
善
導

か
ら
程
遠

か
ら

ぬ
唐

の
瑞
應
傳

に
少
し

も

捨
身

の
記
事

の
な

い
事
、
又
戒

珠
慱
に
信
者

の
捨
身
の
事
が
少
し
も
書

い
て
な

い
事

、
ま
陀
善
導

の
捨
身
説
の
状
態

が
高
僭
傳

の
信
者

の
捨
身

の
記
事

ど
餘
り
に
似
通

ふ
て
ゐ
る
事
な
ざ
か
ら
推
察
し

て
、
ざ
う
も
信
者

の
捨
身

説
が
謬

つ

=
二



一
四

で
善
導

の
捨
身
説

に
轉
化
し
陀
や
う
に
考

へ
ら
れ

る
o
そ
れ
が
爲
め
に

一
人

の
善
導
が
二
人
の
如
く
考

へ
ら
る

・
や
う

に
な
り
、
種

々
の
複
雜
な
傳
記

が
編
ま

る
丶
や
う

に
な

つ
π
の
で
は
あ
る
ま

い
か
ご
思

ふ
o
何
れ
に
し

て
も
こ
の
戒
珠

傳
は
前
の
高
僧
傳

に
最
も
能
く
類
似
し
、
後

の
新
修
傳

の
第
二
十
五
の
傳

に
殆
ん
こ
こ
の
傳

の
全
部

が
含
ま
れ

て
あ
る

か
ら
察
し

て
、
新

修
傳

の
廿
五
は
こ
の
傳
を
基
礎
ざ
し
陀

こ
ご
は
、
之
を
熟
讀
す

れ
ば
直
ぐ
に
解

か
る
こ
ご
で
あ
る
o

新
修
傳

の
著
者
王
古
は
戒

珠
傳
を
基
礎

葛
し

て
、
之
に
其
他

の
傳
説
を
付
け
加

へ
て
第

二
十

五
の
善
導
傳
を
書

い
π

に
違

い
な

い
け
れ
ご
も
、
ま
た
瑞
應
傳
を
繙

い
て
、
前
の
姓
も
生
處
も
解
ら
な

い
善
導

ε
は
違

つ
て
善

導
禪

師

姓

は

・朱
、
泗
州

の
人
な
り
ご
あ
る
を
見
た
時
に
、

こ
れ
は

別
人

で
あ
る
ご
考

ヘ
セ
に
逹

い
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
瑞
應
傳

を
基
礎
ε
し

て
第

二
十
六

の
善
導
傳

を
書

い
セ
の
で
あ
ら
ふ
、
勿
論

一
人
の
善
導
傳
を
書
く

に

參

考

の
爲
に
二
傳
を
書

い
犯

ε
も
見
ら
れ
な

い
事
は
な

い
が
、
若
し
も

一
人

で
あ
る
ご
考

へ
陀
な
ら
ば
、
兩
傳

を
合
糅

し

て

一
傳
を
完
成
し
陀
に
蓮

い
な

い
o
所
が
二
傳
を
書

い
π

こ
い
ふ
こ

ご
は
、
高
僭
傳

ε
瑞
應
傳

ε
の
記
事

に
互

に
相

違

が
あ

つ
て
、
全
く
同

一
ピ
見

る
こ
ε
は
出
來
な
い
ご
考

へ
陀
所

か
ら
、
主
こ
し

て
瑞
應
傳

に
依

つ
て
、
第

二
十
六
の

傳

を
書

い
た
の
で
あ
ら
ふ
o
何

こ
な
れ
ば
瑞
應
傳

ε
二
十
六
の
傳

と
は
生
處

を
記
す
こ
ε
、

(
生
處
に
就

て
瑞
應
傳

に

は

泅
州
ご

い
ひ
、
新
修
傳

に
は
臨
緇

こ
い
ふ
も
、
臨
緇

は
臨
淮
の
誤

り
で
は
な
い
か
圏
い
ふ
説
が
、
光
明
大
師
別
傳
纂

註

に
あ
げ
ら

れ
て
あ
る
が
、
若
し
然

れ
ば
臨
淮
は
泗
州
ご
同
處
で
あ

る
)
溢
綽

に
師
事

し
た
事
、

一
莖

の
蓮
華
を
辨
じ

ぞ
七

日
行
道
す

る
こ
ε
、
淨
土
の
變
相
を
書
く
事
等

が
皆
な
同

一
で
あ
る
か
ら
だ
。
斯

ふ
し
π
譯
で

一
人
の
善
導

の
傳



が
新
修
傳

に
至

つ
て
二
人

の
如
く
な

つ
だ
で
は
あ

る
ま
い
か
、
若
し
善
導

が
捨
身

せ
す
し
て
、
永
隆

二
年
に
微
疾

に
依

つ
て
徃
生
せ
ら
れ
だ
も
の
こ
す
れ
ば
、
新
修
傳
に
記

さ
れ
た

二
つ
の
善
導
傳
は

一
人

の
善
導
を
傳
す

る
も

の
で
あ
る
ざ

い
ふ
古
來

の
議
論
ご

一
致
す

る
こ
ご
が
出
來
、
善
導

の
示
寂

の
年
月
を
定
む
る
上
に
も

一
層
都
含
の
よ

い
譯

で
あ
る
o

然

し
な

が
ら
善
導
の
十
徳
の
中

に
も
捨
身
の
徳
が
數

へ
ら

れ
て
あ
る
の
に
、
今
善
導
は
捨
身

せ
ら
れ
楓
も
の
ε
い
ふ
斷

定
を
下
せ
ば
善
導

の
價
値

が
非

常
に
落
ち

る
か
の
樣

に
考

へ
る
人
が
あ

る
か
も
知
れ
な

い
が
、
其

れ
は
全
く
杷
憂

に
過

り

ぎ

な

い
。
善
導

の
價
値
は
决
し

て
捨
身

の
有
無

に
依

つ
て
定
ま
る
も

の
で
は
な

い
、
寧

ろ
そ

の
方

が
自
然

で
あ

る
ε
言

ラ

は

ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し

て
そ

こ
に
眞

の
善
導
を
見
出
す

こ
ご
が
出
來

る
ご
思

ふ
〇

一
五


